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し
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給
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す
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皆
さ
ん
は
学
校
給
食
が
ど
の
よ
う
に
し
て

届
い
て
い
る
か
知
っ
て
い
ま
す
か
。

　
本
市
に
は
、
川
内
、
樋
脇
、
入
来（
改
修
中
）、

里
、
下
甑
の
５
つ
の
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
が

あ
り
、市
内
の
幼
稚
園
や
小
中
学
校
、義
務
教

育
学
校
に
届
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
市
内
で
最
も
多
く
の
給
食
を
作

る
川
内
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
潜
入
し
、
給

食
が
届
く
ま
で
の
過
程
や
、
給
食
に
関
わ
る

方
々
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
健
康
観
察
や
身
支
度
、
爪
ブ
ラ
シ
を
使
用

し
た
手
洗
い
な
ど
、
衛
生
管
理
を
徹
底
し
て

い
ま
す
。
健
康
観
察
は
、
本
人
だ
け
で
な
く
、

家
族
の
分
ま
で
行
い
ま
す
。

　
そ
の
日
に
使
用
す
る
食
材
が
届

き
、検
収
を
行
い
ま
す
。

で
き
た
料
理
を
学
校
、
学
級
ご
と

に
配
缶
し
ま
す
。
安
全
性
を
確
認
す

る
た
め
に
、
食
材
の
中
心
温
度
を

測
っ
た
り
、
塩
分
濃
度
を
確
認
し
た

り
し
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
園
、
学
校
に
配
送
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
児
童
や
生
徒
が
食
べ
る
前

に
検
食
を
行
い
、
安
全
性
を
確
か
め
て
い

ま
す
。

包
丁
で
切
っ
た
後
、
さ
ら
に
細
か
く
切

る
た
め
に
ス
ラ
イ
サ
ー
や
、
さ
い
の
目
切

り
機
を
使
い
ま
す
。

第第 6161回回

～給食がみ
んなの

～給食がみ
んなの

　もとへ届
くまで編～

　もとへ届
くまで編～

給
食
が
子
ど
も
た
ち
へ
届
く
ま
で

作
業
準
備

検
収
・
下
処
理

配
缶

調
理

配
送
・
検
食

３
回
洗
浄
！

温
度
確
認
！

この日はニンジンを121㎏、
約807本も使っていたよ！

保存方法　　品質
量　　　　　温度

大
き
な
鍋
で
調
理
中
！

包
丁
や
球
根
皮
む
き
機
な

ど
を
使
っ
て
、
下
処
理
！

7:30

10:45

11:00

8:30

8:00

薩摩川内米ごはん
牛乳
いわしのつみれ汁
れんこん金平
節分豆

節分の行事食

衛
生
管
理
の
た
め
に
保
存
食
と
し
て
、

原
材
料
と
調
理
済
み
の
食
材
を
50
ｇ

以
上
マ
イ
ナ
ス
20
度
以
下
で
２
週
間

取
っ
て
お
く
ん
だ
っ
て
！
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栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
地
産
地
消
の
取
り
組
み
と
し
て
旬
の
野

菜
を
使
う
よ
う
に
し
た
り
、
そ
の
時
期
の
行

事
食
や
郷
土
料
理
を
取
り
入
れ
た
り
す
る
た

め
に
、年
間
の
献
立
計
画
を
立
て
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、川
内
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、１
日

に
約
７
６
０
０
食
を
作
る
県
内
で
２
番
目
に

大
き
い
給
食
セ
ン
タ
ー
で
す
。
調
理
時
間
を

考
え
て
、
献
立
は
Ａ
と
Ｂ
に
分
け
て
立
て
て

い
ま
す
。
40
人
の
調
理
員
で
確
実
に
時
間
内

に
作
れ
る
よ
う
に
調
理
方
法
の
バ
ラ
ン
ス
を

考
え
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
川
内
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
個

別
の
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
が
難
し
い
た
め
、
み

ん
な
が
同
じ
よ
う
に
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
し

た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
な
る
べ
く
エ
ビ
や

卵
な
ど
の
８
大
ア
レ
ル
ゲ
ン
が
含
ま
れ
な
い

よ
う
に
配
慮
し
て
い
ま
す
。ま
た
、家
庭
で
は

な
か
な
か
食
べ
る
こ
と
が
な
い
食
材
を
使
う

こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
の
食
の
幅
も
広
げ
る

こ
と
が
で
き
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
学
校
に
行
っ
た
と
き
に
、
子
ど
も
た
ち
が

｢

お
い
し
か
っ
た｣｢
食
べ
ら
れ
な
か
っ
た
も

の
が
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た｣

な
ど
と

言
っ
て
く
れ
る
こ
と
が
本
当
に
う
れ
し
い

で
す
。

　
私
た
ち
栄
養
教
諭
は
食
の
指
導
な
ど
も

行
っ
て
い
ま
す
が
、
終
わ
っ
た
後
に
子
ど
も

た
ち
か
ら
感
想
文
が
届
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
を
読
む
の
も
楽
し
み
の
１
つ
で
す
。

　
い
つ
も
学
校
給
食
を
食
べ
て
く
れ
て
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
毎
日
た
く
さ
ん
の

愛
情
を
込
め
て
作
っ
て
い
ま
す
の
で
、
食
缶

が
空
に
な
っ
て
返
っ
て
く
る
と
と
て
も
う

れ
し
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
お
い
し
く
食

べ
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
食
材
を
納
入
し
て
く
だ
さ
る
業
者

の
皆
さ
ん
、
い
つ
も
質
の
良
い
食
材
を
納
入

し
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
衛
生
的
な
施
設
管
理
の
下
、

安
全
安
心
で
お
い
し
い
給
食
の
提
供
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

　
中
学
３
年
生
を
対
象
に
、
卒
業
前
に
ど
の

よ
う
な
給
食
を
食
べ
た
い
か
ア
ン
ケ
ー
ト
を

取
り
、｢

リ
ク
エ
ス
ト
給
食｣

を
実
施
し
て
い

ま
す
。
こ
こ
で
は
そ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
基
に
、

人
気
の
給
食
を
発
表
し
ま
す
。

定番のカレーが
１番好きです！

甘くて
さくほろ食感

ユズの香りが
ふわっと広がる

外はカリっと
中はジューシー

毎日、僕たちのために
栄養バランスを考えて
作ってくれてありがと
うございます！

いつもおいしい給食を
作ってくれて、うれしい
です！

中学生になったら、量
が増えるので楽しみで
す！

全部おいしい！

星型のコロッケが
好きです！

デザートだったら
フルーツポンチが好き！

１年間、
残しませんでした！

食
材
を
洗
う
順
番
や
食
材
が
ど
の
ル
ー

ト
を
通
る
か
な
ど
、
衛
生
管
理
の
た
め
の

ル
ー
ル
が
細
か
く
決
め
ら
れ
て
い
た
よ
。

安
全
安
心
で
、
お
い
し
い
給
食
を
確
実
に

届
け
る
た
め
に
た
く
さ
ん
考
え
ら
れ
て
い

る
ん
だ
ね
。

栄
養
の
こ
と
以
外
に
も
た
く
さ
ん
考
え
ら
れ
て

い
る
ん
だ
ね
。

給
食
の
献
立
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
写
真
も

一
緒
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
。
チ
ェ
ッ
ク
し

て
み
て
ね
。

▲�市ホーム
ページ

栄
養
教
諭
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

子
ど
も
た
ち
の
好
き
な
給
食
を
発
表
！

メロンパン鶏飯からあげ

可え

の愛
小
学
校
６
年
２
組
に
突
撃
！

献
立
を
立
て
る
う
え
で
配
慮
し
て
い
る
こ
と

は
あ
り
ま
す
か
？

ど
ん
な
と
き
に
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
か
？

給
食
セ
ン
タ
ー
か
ら
、
皆
さ
ん
へ

献
立
は
ど
の
よ
う
に
し
て
決
め
て
い
ま
す
か
？



★
誰
が
利
用
で
き
る
の
？

　
研
修
を
目
的
と
す
る
５
人
以
上
の
団
体
で
あ
れ

ば
、
利
用
が
可
能
で
す
。

※
営
利
目
的
は
不
可

例
：�

保
育
園（
保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園
・
地
域
型

保
育
事
業
）、幼
稚
園
、学
校
、Ｐ
Ｔ
Ａ
、ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
、
子
ど
も
会
、
部
活
動
、
家
族
、
企

業
な
ど

★
利
用
申
込
と
料
金
は
？

　
事
前
に
利
用
希
望
日
と
活
動
内
容
を
相
談
し
て
使

用
許
可
申
請
書
を
利
用
日
の
20
日
前
ま
で
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※�

少
年
団
体
に
つ
い
て
は
、
研
修
施
設
使
用
料
な
ど

が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　
九
州
新
幹
線
や
肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄

道
の
車
両
が
走
行
す
る
姿
や
、
雄
大

な
流
れ
の
川
内
川
な
ど
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
夜
景
の
美
し

い
市
街
地
や
満
点
の
星
空
も
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　「
て
ら
や
ま
ん
ち
」で
は
、
自
然
体
験

活
動
や
野
外
活
動
、
創
作
活
動
な
ど
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
、
季
節
の
イ
ベ
ン
ト
や
家

族
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
。
さ
ら
に
、大
人
・

シ
ニ
ア
向
け
の
講
座
な
ど
、
た
く
さ
ん

の
活
動
が
体
験
で
き
ま
す
。

▼�

自
然
観
察
活
動
＝
天
体
観
察
、
プ
ラ

ネ
タ
リ
ウ
ム
鑑
賞
な
ど

▼�

野
外
活
動
＝
野
外
炊
飯
、
自
転
車
モ

ト
ク
ロ
ス
な
ど

▼�

創
作
活
動
＝
藍
染
め
、
陶
芸
、
焼
板

木
工
な
ど
30
種
類
以
上

▼�

季
節
や
家
族
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
＝
子

ど
も
の
日
フ
ェ
ス
タ
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

自
然
体
験
隊
、
新
年
を
迎
え
る
手
作

り
の
つ
ど
い
な
ど

▼�

大
人
や
シ
ニ
ア
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
＝

森
の
学
校
な
ど

　「
て
ら
ま
ん
ち
」の
愛
称
で
親
し
ま

れ
て
い
る
少
年
自
然
の
家
は
、
標
高

２
３
０
ｍ
の
寺
山
に
位
置
し
、
シ
イ
・

タ
ブ
ノ
キ
な
ど
の
常
緑
広
葉
樹
林
や
ア

オ
モ
ジ
や
ア
カ
メ
ガ
シ
ワ
な
ど
の
照
葉

樹
林
、
野
鳥
や
山
野
草
な
ど
豊
か
な
自

然
に
恵
ま
れ
た
環
境
に
あ
り
ま
す
。

感
動
の
自
然

最
高
の
景
色

わ
く
わ
く
す
る
体
験
活
動

▲�親子教室の様子 ▲寺山から見た市街地

▲少年自然の家
　地図

出
会
い
！

「
て
ら
や
ま
ん
ち
」に
行
っ
て
み
よ
う
！

問
合
先
／
少
年
自
然
の
家

　
　
　
　

（
29
）２
１
１
４

体
験
！
感
動
！

　少
年
自
然
の
家
っ
て

　ど
ん
な
と
こ
ろ
？
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主な使用料
研 修 施 設 １人１研 修

高校生以下
各100 円

一般
各150 円

宿 泊 棟

１ 人 １ 泊テ ン ト

野外宿泊施設

寝 具 １人１セット

※�宿泊棟・野外宿泊施設の空調整備（エアコン）は、
１時間100円のコインタイマー式です。
※�活動に伴う経費（材料代など）については、事前に
お問い合わせください。

参
加
者
の
声

　【集
団
宿
泊
学
習
で
利
用
】

　�

　
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
し
て
、
協
力
や

時
間
の
大
切
さ
な
ど
を
学
び
、
成
長
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　【冬
の
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
で
利
用
】

　�

　
二
泊
三
日
で
何
度
か
自
分
に
負
け
そ
う

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

み
ん
な
と
協
力
し
て
過
ご
す
こ
と
で
、
乗

り
越
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　「
て
ら
や
ま
ん
ち
」は
、
子
ど
も
た
ち
が
困
難
に

挑
み
、
自
信
を
深
め
る
場
、
豊
か
な
自
然
を
感
じ

て
感
動
す
る
場
、
人
と
の
交
流
の
場
、
家
族
の
触

れ
合
い
の
場
、
生
き
が
い
づ
く
り
の
場
で
す
。

　｢

て
ら
や
ま
ん
ち｣

で
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

　
各
イ
ベ
ン
ト
や
利
用
す
る
際
に
必
要
な
申
請
書

な
ど
、
詳
し
く
は
、
少
年
自
然
の
家
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

至

　国際
交
流
セ
ン
タ
ー

　

北

南 至　永利町

●モトクロス場●モトクロス場

自転車車庫

遊歩道 遊歩道 遊歩道

●冒険の森●冒険の森

●野外
　ステージ
●野外
　ステージ

宿泊棟宿泊Ｂ棟
正面玄関

食堂２Ｆ
コモンホール

プラネタリウム室３Ｆ

宿泊Ａ棟

本館
プレイ
ホール

●正面ゲート

●国際交流の森

●野外炊飯棟

●駐車場

●テントサイト

●森の遊学館

●出会いの広場

●来所者駐車場

●寺山陶遊窯

●ふれあい工房

●ふれあい炭焼窯

●キャンプファイヤー場

●せんだい宇宙館

●トイレ

●野外宿泊施設

●キャンプ管理棟

●炊飯小屋

●いこいの広場

●つどいの広場

▲�少年自然の家
ホームページ

▲�夏のアドベンチャーで甑島の海を
　楽しむ様子
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野外炊飯・その他施設 本館・プレイホール・宿泊棟

キャンプ・野外宿泊施設野外活動施設



世界へ飛び
出せ！

スタディツアー
in ベトナム

鹿児島県青少
年国際協力体

験事業

　
県
内
在
住
の
中
高
生
を
開
発
途
上

国
に
派
遣
し
、ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
学

校
、施
設
な
ど
で
の
交
流
を
通
し
て
、

相
互
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。ま
た
、現
地
で
開
発
途

上
国
の
国
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
る

青
年
海
外
協
力
隊
員
の
活
動
現
場
の

視
察
や
現
地
で
の
協
力
活
動
を
行

い
、国
際
協
力
に
対
す
る
理
解
を
深

め
、国
際
性
豊
か
な
人
材
の
育
成
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
派
遣
後
に
は
、活
動
報
告
会
な
ど

を
行
う
こ
と
で
、学
校
や
地
元
に
還

元
し
、地
域
レ
ベ
ル
で
の
国
際
化
に

寄
与
し
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
の
県
青
少
年
国
際
協

力
体
験
事
業
は
、カ
ン
ボ
ジ
ア
で
行

わ
れ
、本
市
か
ら
も
２
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
そ
こ
で
今
回
は
、そ
の
ス
タ
デ
ィ

ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
２
人
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
し
、実
際
に
体
験
し
た
こ
と

な
ど
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

時
７
月
19
日（
土
）～
26
日（
土
）

内
容

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
青
年
海
外
協
力
隊

員
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ（
非
政
府
組
織
）の
活
動

現
場
視
察
、
現
地
住
民
と
の
交
流
、

異
文
化
理
解
に
役
立
つ
施
設
の
見
学

な
ど

対
象
中
高
生

※
保
護
者
ま
た
は
生
徒
の
住
所
が
本

　
市
で
あ
る
こ
と

定
員
２
人

※
面
接
な
ど
を
実
施

料
金
25
万
円
程
度

※
市
が
半
額
程
度
助
成

申
込
期
限
４
月
11
日（
金
）必
着

申
込
方
法

本
庁
５
階
産
業
戦
略
課
ま
た
は
各
支

所
、
甑
島
振
興
局
、
各
市
民
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
に
備
え
付
け
の
申
込
用

紙
に
必
要
事
項
を
明
記
の
上
、
直
接
、

送
付

宝
物
の
１
週
間

鶴つ
る

本も
と

七な
な

望み

　　「
一
緒
に
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
し
よ

う
！
」。
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
の
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
４
日
目
の
出
来
事
で
し
た
。

現
地
の
小
学
生
に
突
然
声
を
掛
け

ら
れ
、
一
緒
に
遊
ぶ
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
そ
の
間
、公
用
語
で
あ
る
ク
メ
ー

ル
語
で
会
話
を
し
ま
し
た
が
あ
ま

り
通
じ
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、

言
葉
が
通
じ
な
く
て
も
別
れ
る
頃

に
は
す
っ
か
り
仲
良
く
な
り
、
子

ど
も
た
ち
が
家
族
の
よ
う
な
存
在

に
感
じ
ま
し
た
。

　
こ
の
体
験
を
通
し
て
、
以
前
よ

り
積
極
的
に
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に

恐
れ
ず
挑
戦
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
の
１
週
間

は
、
私
の
宝
物
で
す
。

鹿
児
島
県
青
少
年
国
際
協

力
体
験
事
業
と
は
？

令
和
７
年
度
開
催

ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
ｉ
ｎ
ベ
ト
ナ
ム

私
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
体
験
記

ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
ｉ
ｎ

　
　
カ
ン
ボ
ジ
ア
体
験
記

将
来
の
た
め
に

木き

原は
ら

綺あ
や

音ね

　　
将
来
、
国
際
協
力
に
関
す
る
仕

事
に
就
き
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、

今
回
の
事
業
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
現
地
に
行
く
ま
で
は
、
先
進
国

が
開
発
途
上
国
を
支
援
す
る
と
い

う
上
か
ら
目
線
の
見
方
を
し
て
い

ま
し
た
が
、
そ
う
で
は
な
く
、
互

い
の
国
の
生
活
習
慣
や
価
値
観
の

違
い
を
受
け
入
れ
、
協
力
し
合
い
、

支
え
合
う
関
係
こ
そ
が
本
当
の
国

際
協
力
で
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し

た
。
ま
た
、
電
化
製
品
が
十
分
に

無
く
、
衛
生
状
態
も
決
し
て
良
い

環
境
で
は
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
カ

ン
ボ
ジ
ア
の
文
化
や
生
活
に
は
日

本
に
は
な
い
良
さ
が
多
く
あ
り
ま

し
た
。

　
こ
の
こ
と
を
周
り
の
人
に
も
伝

え
な
が
ら
、
夢
に
向
か
っ
て
前
進

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問合先＝本庁産業戦略課グローバルＧ (内線 5771)問合先＝本庁産業戦略課グローバルＧ (内線 5771)

▲市ホームページ▲市ホームページ

62025.3.10 広報 62025.3.10 広報

▲�図書館
　ホームページ

※悪天候やその他の事情により巡回日を変更または中止する場合があります。
※到着時間が多少遅れる場合があります。
※移動図書館車で借りた本は、次回の巡回日に返却するようになっていますので、ご協力をお願いします。

令和７年度の移動図書館車巡回日程は下表のとおりです。
※利用の際は、図書館利用者カードが必要です。
　�（カードは、巡回場所で作成の手続きができますので、
マイナンバーカードや運転免許証、健康保険証など、本
人確認ができるものをお持ちください。）

巡回場所および予定時間
問合先／中央図書館　（22）3542

巡　　　回　　　日
４
月
５
月
６
月
７
月
８
月
９
月

10
月

11
月

12
月

1
月

2
月

3
月

午
前

和光園  さとのもり保育園 永利馬場自治会館

17
日

15
日

19
日

17
日

21
日

18
日

16
日

20
日

18
日

15
日

19
日

19
日

9:30 ～ 9:45   9:50 ～ 10:10 10:20 ～ 10:40

樋脇公民館 センノオト

11:40 ～ 11:55 12:15 ～ 12:40

午
後

自衛隊官舎 勝目団地 九電平佐住宅

14:20 ～ 14:40 15:00 ～ 15:20 15:40 ～ 16:00

本土区域一般コース

第３木曜日

甑島区域巡回コース

地域
巡回場所および予定時間

問合先／里分館（里教育駐在） 09969（3）2311、上甑分館（甑島教育課） 09969（2）0031
　　　 下甑分館（下甑教育駐在）  09969（7）0311、鹿島分館（鹿島教育駐在） 09969（4）2211

巡　　　回　　　日

4 
月

5 
月

6 
月

7 
月

9 
月

10 
月

11 
月

12 
月

1 
月

2 
月

3 
月

下甑
・

鹿島

海星中学校 かのこ幼稚園 敬老園バス停 薬師市営住宅 11
日

9
日

6
日

4
日

5
日

3
日

7
日

5
日

9
日

6
日

6
日

13:10 ～ 13:30 14:40 ～ 15:00 15:15 ～ 15:45 15:55 ～ 16:20

手打小学校 西山地区コミュニティセンター 14
日

12
日

9
日

7
日

8
日

6
日

10
日

8
日

13
日

9
日

9
日

13:10 ～ 13:40 14:30 ～ 15:00

長浜小学校 鹿島公民館 15
日

13
日

10
日

8
日

9
日

7
日

11
日

9
日

14
日

10
日

10
日

12:50 ～ 13:20 14:30 ～ 16:00

上甑
中津小学校 甑島振興局 16

日
14
日

11
日

9
日

10
日

8
日

12
日

10
日

15
日

12
日

11
日

13:10 ～ 13:40 14:00 ～ 16:00

里
里中学校 里小学校 里公民館 17

日
15
日

12
日

10
日

11
日

9
日

13
日

11
日

16
日

13
日

12
日

12:55 ～ 13:10 13:15 ～ 13:45 14:00 ～ 15:30

※８月は巡回しません。

金曜日

木曜日

水曜日

火曜日

月曜日 月曜日火

水

水

木

火曜日

木曜日

金曜日

移動図書
館車

が巡回し
ます 巡 回 日／毎月１回　

貸出期間／次の巡回日まで
貸出冊数／10 冊まで
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ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ギ
ャ
ッ
プ
を

な
く
し
て
い
こ
う

ま
ず
は
私
か
ら

　
あ
な
た
の
周
り
で
、性
別
や
年
齢
な
ど
分

か
り
や
す
い
属
性
で
判
断
さ
れ
た
り
、役
割

を
決
め
ら
れ
た
り
す
る
こ
と
で
悩
む
場
面
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
そ
れ
と
同
時
に
、｢

な
ぜ
？｣
と
疑
問
に
感

じ
た
り
、仕
組
み
や
決
ま
り
事
を
変
え
た
い

の
に
変
え
ら
れ
な
い
と
思
っ
た
り
す
る
こ
と

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
本
市
で
は
、性
別
に
関
わ
り
な
く
人
権
が

尊
重
さ
れ
、一
人
ひ
と
り
の
個
性
と
能
力
が

発
揮
で
き
る
社
会｢

男
女
共
同
参
画
社
会｣

の

実
現
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。自
分
の
中
に

あ
る
無
意
識
の
思
い
込
み(

ア
ン
コ
ン
シ
ャ

ス
・
バ
イ
ア
ス)

に
気
付
く
こ
と
や
、自
分
が

望
む
生
き
方
や
働
き
方
を
叶
え
ら
れ
る
、多

様
な
選
択
が
可
能
と
な
る
地
域
や
職
場
の
環

境
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

｢｢

女
子
な
の
に
青
が

女
子
な
の
に
青
が

好
き
な
の

好
き
な
の｣｣

と
言
わ

と
言
わ

れ
、恥
ず
か
し
く

れ
、恥
ず
か
し
く

な
っ
た
。

な
っ
た
。

私
は
料
理
や
掃
除

私
は
料
理
や
掃
除

が
あ
ま
り
得
意
で

が
あ
ま
り
得
意
で

な
く
、

な
く
、｢｢

女
の
子
な

女
の
子
な

の
に
…

の
に
…｣｣

と
言
わ
れ

と
言
わ
れ

る
と
、男
の
子
な
ら

る
と
、男
の
子
な
ら

い
い
の
？
と
思
う
。

い
い
の
？
と
思
う
。

女
性
で
も
年
代
が
高
い
ほ
ど

経
験
し
た
割
合
が
高
い
よ
う
で
す
。

出
前
講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
！

　
市
内
の
希
望
す
る
中
学
校
で
、出
前
講
座

を
行
っ
て
い
ま
す
。一
人
ひ
と
り
の
価
値
観

や
考
え
方
な
ど
の
違
い
を
知
り
、｢

そ
の
人
ら

し
さ｣

に
気
付
き
、自
分
の
考
え
や
気
持
ち
を

言
葉
に
す
る
こ
と
や
対
話
の
大
切
さ
な
ど
を

学
ぶ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
つ
ぶ
や
き
か
ら
、子
ど
も
た
ち
は
無
意
識
の
思
い
込
み
か
ら
出
て
く

る
言
葉
を
、｢

ど
う
し
て
？｣

と
感
じ
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
よ
う
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
言
葉
に
よ
っ
て
、大
人
に
な
っ
て
か
ら
、｢

結
婚
・
出
産
後
は
、

夫
は
仕
事
、妻
は
家
事
・
育
児
。な
ん
と
な
く
そ
う
な
っ
て
い
る
」｢
男
は
家
族

の
生
活
を
支
え
る
た
め
に
仕
事
で
弱
音
は
吐
け
な
い｣

と
重
圧
が
か
か
っ
て

し
ま
う
な
ど
、つ
ぶ
や
き
が
大
き
く
な
っ
て
い
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

準
備
や
片
付
け
の
時

準
備
や
片
付
け
の
時

に「
重
い
も
の
は
男
子

に「
重
い
も
の
は
男
子

に
持
た
せ
て
」と
言
わ

に
持
た
せ
て
」と
言
わ

れ
、持
ち
た
く
て
も
交

れ
、持
ち
た
く
て
も
交

代
し
な
い
と
い
け
な

代
し
な
い
と
い
け
な

か
っ
た
。

か
っ
た
。

「
男
子
な
の
に
力
が
弱

「
男
子
な
の
に
力
が
弱

い
」と
言
わ
れ
る
の
が

い
」と
言
わ
れ
る
の
が

恥
ず
か
し
い
。で
も
、そ

恥
ず
か
し
い
。で
も
、そ

れ
っ
て
お
か
し
く
な

れ
っ
て
お
か
し
く
な

い
？
い
？

男性_20代　　　　男性_30代　　　　男性_40代
男性_ 50代　　　　男性_60代

10

20

30

40

50

60
（％）

20

10

30

40

50

60
（％）

女性_20代　　　　女性_30代　　　　女性_40代
女性_ 50代　　　　女性_60代

つぶや木

家
事
・
育
児
は

女
性
が
す
る
べ

き
だ

家
事
・
育
児
は

女
性
が
す
る
べ

き
だ

共
働
き
で
も
男

性
は
家
庭
よ
り

も
仕
事
を
優
先

す
る
べ
き
だ

共
働
き
で
も
男

性
は
家
庭
よ
り

も
仕
事
を
優
先

す
る
べ
き
だ

親
戚
や
地
域
の

会
合
で
食
事
の

準
備
や
配
膳
を

す
る
の
は
女
性

の
役
割
だ

親
戚
や
地
域
の

会
合
で
食
事
の

準
備
や
配
膳
を

す
る
の
は
女
性

の
役
割
だ

女
性
は
感
情
的

に
な
り
や
す
い

36.6

51.9

47.3

40.6

34.6

29.2

22.522.5 22.822.8
26.026.0

32.432.4

33.233.2

42.342.3

27.027.0

30.730.7

37.937.9
41.741.7

33.033.0

27.327.3

48.7
47.0

44.5

28.7
30.7

35.7

28.2

24.8
22.3

21.821.7
17.1 17.5

19.219.2
21.221.2

22.7 24.6

18.418.4 18.618.6
21.7

26.9
27.9

女
性
は
感
情
的

に
な
り
や
す
い

性別に基づく役割や思い込みを「直接言われた」あるいは「言動や態度から感じた」経験〈性・年代別〉
参照：令和４年度　性別による無意識の思い込みに関する調査研究（内閣府）

20代　　　　30代　　　　40代
50代　　　　60代

10

20

30

40

50

60
（％）

20代　　　　30代　　　　40代
50代　　　　60代

10

20

30

40

50

60
（％）

男
性
よ
り
も
女
性
が
、そ
し
て
男
性

の
場
合
60
代
が
そ
の
他
の
年
代
と
比

較
し
て
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

女性男性

82025.3.10 広報

問
合
先
／

本
庁
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
生
涯
学
習
・

ひ
と
み
ら
い
政
策
Ｇ(

内
線
４
７
４
１)

地
域
活
動
で
も
令
和
モ
デ
ル
に

　
こ
れ
ま
で
の
地
域
活
動
も
、男
性
が
中
心

に
物
事
を
決
め
、女
性
は
女
性
の
役
割
と
し

て
の
接
待
や
補
助
的
な
仕
事
な
ど
に
分
け
ら

れ
る
傾
向
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　
地
域
に
暮
ら
す
皆
さ
ん
の
家
族
の
形
や
働

き
方
、価
値
観
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
中
、

性
別
や
年
齢
に
か
か
わ
ら
ず
、誰
も
が
楽
し

く
参
加
で
き
、必
要
と
さ
れ
る
活
動
に
変
え

て
い
く
仕
組
み
づ
く
り
を
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。

数
字
で
見
る
男
女
の
差

見
直
し
の
ヒ
ン
ト

・
女
性
や
若
者
、
ま
た
、
多
様
な
生
活

　
様
式
に
も
配
慮
し
た
時
間
帯
や
曜

　
日
の
設
定

・
役
職
や
性
別
に
か
か
わ
ら
ず
、
誰
も

　
が
発
言
し
や
す
い
雰
囲
気
づ
く
り

・
行
事
な
ど
を
行
う
際
の
役
割
分
担
を

　
性
別
で
決
め
な
い

・
役
員
の
数
を
男
女
半
数
に
近
づ
け
る

日
本
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ギ
ャ
ッ
プ

　
２
０
２
４
年
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ギ
ャ
ッ
プ

指
数
は
世
界
の
１
４
６
カ
国
中
１
１
８
位

で
、
依
然
と
し
て
、
主
要
先
進
国
の
中
で
は

最
下
位
で
す
。

　
政
治
と
経
済
の
分
野
の
値
が
低
く
、
女
性

の
労
働
人
口
参
加
率
は
低
く
な
い
も
の
の
、

管
理
職
の
割
合
の
低
さ
や
男
女
間
の
所
得
格

差
な
ど
が
影
響
し
て
い
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
に
で
き
る
こ
と
…

　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ギ
ャ
ッ
プ
を
解
消

す
る
た
め
に
、
女
性
に
偏
っ
て
い
る

家
事
や
育
児
、
介
護
な
ど
の
ケ
ア
役

割
を
、
性
別
に
か
か
わ
ら
ず
役
割
分

担
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
あ
な
た
の
身
の
周
り
に
も
あ
る
性

別
に
よ
り
偏
っ
て
い
る
役
割
に
気
付

き
、
そ
の
分
担
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ

う
。
そ
し
て
、
多
様
な
生
き
方
や
働

き
方
を
尊
重
す
る
た
め
、
子
ど
も
の

頃
か
ら
刷
り
込
ま
れ
て
い
る
縛
ら
れ

た
考
え
方
に
気
付
き
、
発
想
を
広
げ

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
誰
も
が
多
様
な
生
き
方
を
選
択
で

き
、
自
分
ら
し
く
活
躍
で
き
る
環
境

を
作
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

社
会
の
動
き
か
ら
見
て
み
ま
し
ょ
う

　
近
年
、さ
ま
ざ
ま
な
世
代
の
理
想
と
す
る

生
き
方
や
働
き
方
に
対
す
る
考
え
が
大
き
く

変
化
し
、人
生
が
多
様
化
し
て
い
ま
す
。性
別

に
よ
り
役
割
を
固
定
的
に
分
け
て
考
え
る
こ

と
が
前
提
の｢

昭
和
モ
デ
ル｣

か
ら
、全
て
の

人
が
希
望
に
応
じ
て
家
庭
で
も
仕
事
で
も
活

躍
で
き
る｢

令
和
モ
デ
ル｣

に
切
り
替
え
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

固
定
的
な
性
別
役
割
分
担
が
前
提

昭
和
モ
デ
ル

・
い
わ
ゆ
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
夫
と

　
専
業
主
婦
か
ら
成
る
世
帯
を
前
提

・
長
時
間
労
働
や
転
勤
を
当
然
と
す

　
る
雇
用
慣
行

令
和
モ
デ
ル

・
希
望
が
満
た
さ
れ
、
能
力
を
最
大

　
限
に
発
揮
し
て
仕
事
が
で
き
る
環

　
境
の
整
備

・
仕
事
と
家
事
、
育
児
な
ど
の
バ
ラ

　
ン
ス
が
取
れ
た
生
活

・
女
性
の
経
済
的
自
立

（
令
和
５
年
版
男
女
共
同
参
画
白
書
抜
粋
）

・
若
い
世
代
を
中
心
に
、

　
生
活
様
式
や
働
き
方
に

　
つ
い
て
の
考
え
方
が
変

　
化
、
多
様
化

・
家
族
の
姿
の
変
化
、
人

　
生
の
多
様
化

・
単
独
世
帯
や
ひ
と
り
親

　
世
帯
、
共
働
き
世
帯
の

　
増
加

変革

新しい生活様式・働き方

参照：厚生労働省｢令和４年度
　　　厚生年金保険 ･国民年金
　　　事業の概況｣

参照：厚生労働省「令和５年度
　　　賃金構造基本統計調査」

参照：鹿児島県統計課「令和４年就業構造
　　　基本調査結果　鹿児島県の概要」

令和４年度
厚生年金受給平均月額（全国）

104,878円 163,875円

令和５年度
県内の男女間給与比率

非正規の職員・従業員

正規の職員・従業員

県内の雇用形態別雇用者割合

女性女性

女性

男性男性

男性

10076.6
54.3％＞22.6％

45.7％＜77.4％

「
女
性
部
」で
は
な
く「
交
流
推
進
部
」

に
変
え
て
み
よ
う

そ
う
だ
ね
、
誰
で
も
参
加
で
き
る
ね

世
代
間
交
流
と
子
育
て
世
帯
を
応
援

す
る
活
動
を
一
緒
に
や
っ
て
み
た
い
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小こ

林ば
や
し

　香か

織お
り

さ
ん

災
害
医
療
に
従
事
　

　「
母
が
保
育
士
だ
っ
た
た
め
、
自

分
も
目
指
そ
う
と
思
っ
た
が
、
看
護

師
の
資
格
で
看
護
師
と
し
て
も
保
育

園
で
働
く
こ
と
が
で
き
る
と
知
り
、

資
格
を
取
っ
た
こ
と
が
看
護
師
に
な

る
き
っ
か
け
」と
話
す
の
は
済
生
会

川
内
病
院
に
勤
務
す
る
小
林
さ
ん
。

　
済
生
会
川
内
病
院
は
、
原
子
力
災

害
時
に
被
災
地
域
の
原
子
力
災
害
医

療
の
中
心
と
な
っ
て
機
能
す
る「
災

害
医
療
拠
点
お
よ
び
被
ば
く
医
療
機

関
」に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
小
林
さ
ん
は
、
被
災
地
で
適
切
な

医
療
・
看
護
提
供
を
行
う
災
害
支
援

ナ
ー
ス
や
大
規
模
な
災
害
や
事
故
の

発
生
時
に
、
被
災
地
に
迅
速
に
駆
け

付
け
、
救
急
医
療
を
行
う
た
め
の
専

門
的
な
訓
練
を
受
け
た
災
害
派
遣
医

療
チ
ー
ム（
Ｄデ

ィ
ー
マ
ッ
ト

Ｍ
Ａ
Ｔ
）の
資
格
を

持
っ
て
い
ま
す
。

人
生
の
転
機

　
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
資
格
を
取
る
き
っ
か

け
と
な
っ
た
の
は
、
平
成
23
年
３
月

11
日
に
起
き
た
東
日
本
大
震
災
。

　「
同
じ
日
本
で
こ
の
よ
う
な
災
害

に
遭
っ
て
い
る
人
た
ち
が
い
る
と
い

う
こ
と
に
何
と
も
言
え
な
い
気
持
ち

に
な
っ
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
何
も

で
き
ず
何
事
も
な
く
過
ご
し
て
い

る
自
分
に
複
雑
な
感
情
が
あ
っ
た
」

と
言
い
ま
す
。
さ
ら
に
小
林
さ
ん
は
、

「
も
し
も
の
時
に
分
か
ら
な
い
こ
と

が
あ
る
こ
と
が
怖
い
。
い
ざ
と
な
っ

た
時
に
動
揺
せ
ず
に
行
動
し
、
一
人

で
も
多
く
の
人
の
命
を
救
え
る
よ
う

に
学
び
た
い
と
思
っ
た
」と
話
し
ま

す
。

　
そ
こ
で
、
勤
務
先
の
病
院
の
許
可

を
得
て
、
長
崎
大
学
大
学
院
に
入
学

し
、
災
害
・
被
ば
く
医
療
科
学
を
専

攻
し
ま
し
た
。「
大
学
院
で
の
２
年
間

は
仕
事
と
家
庭
の
両
立
で
大
変
だ
っ

た
が
、
周
り
の
協
力
が
あ
っ
た
か
ら

乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
た
」と
笑

顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

災
害
現
場
で
の
活
動
を
通
じ
て

　
令
和
６
年
１
月
に
発
生
し
た
能
登

半
島
地
震
で
、
小
林
さ
ん
は
石
川
県

輪
島
市
の
病
院
支
援
に
派
遣
さ
れ
ま

し
た
。
厳
し
い
環
境
の
中
、
看
護
師

た
ち
が
疲
弊
し
な
が
ら
働
く
姿
を
見

て
、
被
災
者
で
も
あ
り
、
支
援
者
で

も
あ
る
と
感
じ
た
そ
う
で
す
。

　
小
林
さ
ん
は
、「
日
々
の
生
活
の

中
で
地
域
の
人
を
気
に
掛
け
て
ほ
し

い
。
災
害
時
に
一
番
大
切
な
の
は
、

地
域
の
人
と
の
つ
な
が
り
。
手
を
取

り
合
う
こ
と
で
人
的
被
害
は
大
幅
に

削
減
で
き
る
。
何
か
あ
っ
て
か
ら
で

は
遅
い
の
で
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や

原
子
力
防
災
ア
プ
リ
を
使
っ
て
自
分

の
地
域
の
災
害
被
害
予
想
や
避
難
経

路
を
確
認
し
て
い
て
ほ
し
い
」と
言

い
ま
す
。

原
子
力
災
害
医
療
の
普
及

　「
仕
事
に
励
み
な
が
ら
、
愛
犬
２

匹
と
過
ご
し
、
子
ど
も
た
ち
の
夢
を

応
援
し
た
い
」と
穏
や
か
な
日
常
を

望
む
小
林
さ
ん
。

　
普
段
は
病
院
勤
務
以
外
に
、
看
護

師
や
看
護
学
生
に
向
け
て
講
義
を

行
っ
て
い
ま
す
。「
学
ん
だ
こ
と
を
一

人
で
も
多
く
の
人
に
伝
え
、
災
害
時

に
医
療
従
事
者
の
不
安
を
軽
減
し
、

支
援
し
て
い
き
た
い
」と
原
子
力
災

害
医
療
の
普
及
に
対
す
る
思
い
を
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
患
者
さ
ん
の
ケ
ア
や
診

療
の
補
助
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
で
人
々
に
寄
り
添

い
、
私
た
ち
の
健
康
を
守

る
看
護
師
。

　
今
回
は
、
済
生
会
川
内

病
院
に
勤
務
し
な
が
ら
、

も
し
も
の
時
に
備
え
、
原

子
力
災
害
医
療
の
普
及
に

励
む
看
護
師
の
思
い
に
寄

り
添
い
ま
す
。

　文字通り、その人の隣にいて、思いに寄り添うことや
人柄を表す言葉「人となり」をイメージしたコーナーで、
人物や活動の紹介だけでなく、その人の思いにスポット
を当てることを目的としています。

　「人のとなりに」とは…

▲長崎大学病院での研修の様子

▲愛犬と娘さんと写る小林さん（左）
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地域別件数
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出火原因別

▲消火活動の様子▲消火活動の様子
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「みんなの１１９」

火
災
　
38
件

救
急
　
４
９
０
４
件

　火災件数は令和５年より４件増加し、38 件でした。おおよそ 10 日に１件の割合で発生したことになります。火災
種別は建物火災 16 件、林野火災４件、車両火災３件、その他火災 15 件でした。出火原因はグラフのとおりで、｢た
き火｣ が原因の火災が多くなっています。たき火などの焼却行為は農作業に伴う軽微なものを除き、原則禁止されて
います。また、枯草焼きなどを行う際は、火災の煙と間違わないようにするため、消防署への届出が必要です。

　救急件数は令和５年より 57 件減少し、4,904 件でしたが、市町村合併後２番目に多い件数でした。これは１日当
たり約 13 件発生したことになります。なお、搬送人員は令和５年より 34 人減少し、4,308 人でした。

　水中ドローンは、令和６年に本市在住の山
やま
室
むろ
克
かつ
己
み
様より寄贈いただき、

消防本部に配備し、海や川などの水難事故の際に活用しています。
　本体に装着されている４Kカメラや超広角魚眼レンズ、AIの水中画像補
正で、画像がより広く、鮮明に映ることで、要救助者の早期発見につなが
ります。
　水深 100ｍまで潜ることができ、360度全方向に移動が可能になって
います。また、LED照明システムが搭載されているため、これまでできな
かった夜間の情報収集も可能になりました。事故発生時には当局潜水隊と
連携して、救助活動にあたります。

問合先／消防局予防課　（22）0135 ▲消防局ホームページ

新資機材を紹介します！ ｢水中ドローン｣

自主防災訓練や消防訓練の計画の際は、防災研修センターをご利用ください。

令和６年 火災・救急統計

川内川内
3,582 件3,582 件

その他
57件

里
52件

上甑
86件下甑

123件
祁答院
193件
東郷
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入来
262件

樋脇 326件

鹿島
22件

地域別件数

前年比57件減

救急事故別

▲救急活動の様子
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